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昨年10月 11日 ヽ12日 に横浜産業貿易ホールにおいて標記のイベントが開催され、我々」ECKも ブ
ースを借りて参加しましたc JECKに は水関係の専門家が多く在籍しており、横浜市水道局の支援も
得て途上 ltlに おける水問題に焦点を当てた展示を行いました。飲料水の缶詰数百本を寄贈して頂き、
それを配 りながら見学者にアピールしました。同時に、後藤専門家による胡椒の展示を行い、瓢々

とした語 り匡|の解説は大変好評で、これも注目を集めました。中田横浜市長も足を留められ、ЛCA
専門家の活動拠点がここ横浜市にあることについては大きな可能性を秘めているとのコメントを頂
きました。ところでこのイベントは大変盛況でした。こんなにも多くの団体やNGOが国際親善に関心を持つているのかと、
初参加のわれわれも驚き感心 した次第です。隣には国際コースを持つ高校が交流実績を展示していましたが、先生の話では

知識としての国際交流を実践に変えるきっかけにしたいとのことでした。
ただ、展示を仔細に見れば、途 11国の安い雑貨やジャンクフー ドをloo円 シヨップやフリーマーケットまがいに売つてい

るようにも見えます。これが「国際」であるとすればチョットillkし い。でもこういう事が突破口になって民間のボランテイ
ア的活動が活性化する、また、その些細な利益でも途上国には大きな励みになる、ということも認
識させられました。JECKは本年も参加 しますが、ただブースに座っているだけの展示ではなく何か
アクションを伴う事を、会員の意見も頂きながら考えたいと思っています。昨年のサブテーマは、
本にもなっている「あなたも100人 の村の一人です」というものでしたが、世界が100人であれば
我々は経済的には トップ10に 入ります。いろいろなことを考えるきっかけになりますが、主催者側
からの視点も知りたいと思いました。今年の参加に乞うご期待。 (文責 :物部 )

l国際親善Ω襲い
毎年 10月 は」ICA創立に絡む国際協力の日 (10月 6日 )も あって、JICAイ ベントが目白押 しです。
JICA横浜国際センター (YIC)で も10月 18日 の一日「FIJ際親善の集い」と銘打って、開発途上国や
FIl際協力について理解を深めるための一般市民向けイベントが開催されました。当会JECKも 神奈川
新聞社や県国際交流協会や市国際交流協会 (YOKE)の諸団体とともに後援団体として連ね、YIC一
階ロビーに特設された神奈川県内で活動するNGOの活動紹介コーナーの入り口に、団体としては大
先輩の青年海外協力隊神奈川県OB会 と並んでブースを出展しました。
イベントはブースでの諸団体活動紹介コーナーの他に、神奈川新聞記者のアフリカでの」ICAボ ランティア活動取材の写真
展や講演会、またYICに 1帯在している外国研修員による文化紹介や交流会など盛 りだくさんでした。さらに当日は青年海外
協力隊、シエア海外ボランテイアまた日系社会シエアボランティアの募集説明会も順次開催され、国際協力に参加 したい意
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1措 :彿  ■ 二i「 |■

LE建璽墨≧T星堕唖墨鬱望ぷ並 韓 饉 ____
1月 24日 午後3時より、JIcA横浜国際センター会議室に於いて」ECK創立一周年を記念して、第1回
「シンポジウム」が開催されました。講師は、いずれもJECKの会員で、我々がいかに多方面に亘っ
て
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献しているかを如実に示してくれたシンポジウムでした。
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_シンポジウム]:水道分野における国際協力 llilililili:中 之薗賢司会員

開発途上国の約 12億人が安全な飲料水を利用できず、約30億人以上が適切な衛生施設のない状態に
おかれている。この国々では栄養水準の低さも伴い水の原因による水系感染症及びこれに関連する疾病

等で毎年500万人が死亡している。
国連は「国際飲料水の供給と衛生の10ヵ年」として、世界的な規模で清浄な飲料水の供給と衛生処
理の普及拡大を図つてきた。
「アジェンダ21」 では、①水資源と環境の保護・健康の確保。②女性の参加。③地方機関の強化とコミ
ュニティそれ自体での維持管理への参画。④適正技術の適用と適切な維持管理。が出来るよう指導する

目標が盛り込まれた。
日本政府は、国際協力機構 (」 ICA)又は国際協力銀行 (JBIC)などを通じて水供給施設の整備、水
道技術訓練センターの建設、人材育成や組織体制整備のための専門家派遣、研修生の受入事業等を行つてきている。

一方、横浜市水道局は、 1982年 にタイ国、 1983年 にケニア共和国に専門家を派遣してから、2002年度末で80名以上の職員が長
期 短期 調査団等で派遣されている。」CAおよび水道局独自事業として東南アジア諸国の水道事業体から毎年8名程度の研修生を受け
入れてきている。この目的は、「国際貢献」 「人材育成」および横浜市政策としての平和な世界の実現に向けた活動を推進することである。
2003年度からは」CAの草の根援助、自治体国際化協会 (CLEA)の資金により研修生受入を実施してきている。
今後は、水道事業体が民営化ヘシフトしていく中で水道システム全体についてのマスタープラン作成 施設整備 維持管理 それらに必
要な技術者の養成・訓練等について一体的な支援が出来ることが大切である。

金属成型加工には鋳造、鍛造、板金プレス加工、粉末焼結、溶接などのbll工法があり、それぞれの加

工法の特徴と代表的な製品lalなどについて説明した後、プレゼンテーシ∃ンを行つた。

1.素形材センターの海外協力事業

近年、機械産業の発展の基盤となる素形材産業の技術向上を図ることを目的とした技術協力への要

請が高まつている。素形材センターでは」ICAの要請を受け、国内支援委員会を設置すると共に、専門

家の相手国への派遣、相手国の技術者を日本に受入れて行う研修など、広範な支援活動を行つている。

」CAのプロジェクト方式技術協力事業は過去3年以内に終了したもの3件、現在実施中のもの3件で、
対象国はイン ドネシア、タイ、パキスタン、フイリピン、ブラジルなどであり、技術分野は鋳造技術

3件、主にプラスチックの射出成型を対象とした金型技術3件である。
2.メキシヨ、サンルイスポ トシ自治大学技術センターにおける鋳造技術向上ミニプロジェクト

鋳造分野の中小企業の技術向上を支援する技術センターを設立するために、1998年 6月から3年間に亘つて行われたミニプロジエクト
の実施状況をカラー写真による説明を主体に紹介した。

鋳造プロセスにおける品質管理試験に必要な、設備 機器および治具・型 100点以上を導入、設置した第一級の試験センターを立上
げ、日本から延6名の短期専門塚を派遣すると共に現地のカウンターパー ト6名を日本に派遣して技術スタッフの養成に努め、工場現場

での技術指導や研修講座のインス トラクターの実習などを行つて技術スタッフの育成に努力した結果、企業から受託した各種品質管理試

験が可能となつたが、企業に対する技術指導力は十分なレベルに達したとは言えず、プロジェクト終了後もシニア海外ボランテイアなど

を派遣して、フォローアップを継続している。

3技術協力の今後の課題
緒方理事長が」ICAの独立法人化に際して挙げられた4つの柱の中で、我々の活動にとつて最も重要と思われる “成果の重視と効率性
の見直し

"、 “地方自治体、NGO、 大学関係者との協力 (市民参加の推進)"などを念頭に私が現地で体験した課題と対応策についても提
言したいと考えていたが時間の制約もあり、次の機会に譲ることにした。

▲

●菊池専門家メキシコプロジエクトでの一場面

今回、私達は」ECKのホームページでシンポジウムのことを運良く知り

ました。当初、」ICAの関係者でも神奈川県民でもない私達は参カロするこ

とに少し躊躇していましたが、帰国専門家方の生の声を聞ける
チヤンスは

めったに無いのでPo3い合わせたところ、担当者の谷保さ
んに暖かい声で

「大歓迎ですよ |」 と快く了解していただきまし
た。お陰で妻と2人で今回
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コ シ ョ ウ 人 生 (後藤隆郎会員 )

最近、毎日のようにTVの料理番組にコショウをスパイスとして使用する画面が見られます。
このコシ∃ウの原産地は、南インドのガッツ地域で、海と陸のシルクロードを経て∃一ロッパヘ搬出され、古代から中世に

わたり金銀に匹敵する高価な財宝として取引され、小作料、地代、持参金等金に代替できる高価なものでした。熱帯作物とし

てのコシ∃ウは、 10世紀にヒンドゥー教と共に東南アジアのマレーシア、インドネシア、タイ等の国へ伝播されたと推定さ
ねます。1299年、マルコポー□の「東方見聞録」によってコショウの生産地が明らかになり、この高価なコショウを求めて
航海ブームが起こりました。1492年、イタリア人コロンブスは、スペインのイザベル女王へ航海計画書を提出し賛同をえて、
同年8月 3日パロマ港を出港しアメリカ大陸を発見したことは一般に知らねています。しかし、12月 6日エスパニ∃―ラ島

(現在のドミニカ共和国とハイチ)へ寄港したことは余り知られていません。
ドミニカ共和国では、1992年コロンブス来航500年記念行事が開催さねました。この同時期に日本政府 (」 ICAプロジェ
クト)による農業技術協力が実施され、このエスパニ∃―ラ島にコショウの花が咲き結実しました。貧しい小規模農家に働く
意欲と自助努力が芽生え、共同作業が実施され、農家がお互いに助け合う農業協同組合の設立へと発展しました。

ところで、「コショウの丸呑み」という諺をこ存知でしょうか。コショウを丸呑みしますと何も味わう事が出来ません。し

かし、噛み砕くことによつて強烈な辛味と香りを味わう事が出来ます。即ち、物事はあらゆる角度から吟味する必要があると

いう意味です。

私は、コシ∃ウの主要生産地のインド、インドネシア、マレーシア、ブラジルの体験から栽培形態を集約的栽培 (近代的農

法、マレーシア、ブラジル)と粗放的栽培 (慣習的農法、インド、インドネシア)に分類しました。前者は、堅木支柱、高生
産費、高生産量、投機的、雇用労働であり、後者は、生木支柱、低生産費、低生産量、りに投機的、自家労働の栽培法です。

インドネシアの栽培体験から前者と後者を比較して見ますと、後者は、低生産費、低生産量でありますが農家の生活とコショ

ウが密着した関係にあることを観察しました。現在、世界で問題になつている自然環境の観点から、この栽培法は500年以上
も自然環境を維持した生態的農業で、理論的、持続的な栽培が営まね、現在も維持されてしヽる事を理解しました。生木支柱の

デイコは、マメ科植物でコショウと共生関係にあり、コシ∃ウの生産が減少、収穫皆無になつても、生木支柱は樹木として生

育し自然の緑化を維持すると共に熱帯土壌の肥沃度を維持するアグロフォレストリーです。また、 ドミニカ共和国では 1～2
月になりますと山の麓が赤く染まり、現地ではアマポーラと呼ばねる樹の花ですが、近づいて見ますとそれはデイコの花でそ

の下には、コーヒー、力カオが栽培されています。

デイコが力カオ、コーヒーの日陰樹として植えられ

樹高 15M以上、直径 15M、 栽植間隔 10Mに植え
られ歴史を感じました。

このように栽培には歴史があるので、発展途上国
への技術移転に必要なことは、相手国を理解し農家

のための適正技術を開発する事であつて技術を強制

するものであつてはならないと考えます。主体は、

相手国であり側面から手助けするのが国際協力の基

本ではないでしょうか。

▲若き日の後藤専門家 (昭和40年

前から2列日、左から3人目

▲」ECK展示での一場面 協力隊第一回派遣)

昨年5月 より、ヒマラヤの南麓斜面に位置するブータン王国 (人口70万

人、首都ティンプー、標高2,600m)か らタウゲさん36才が来日、県の国
際研修センターで3ヶ 月間の語学研修を終えた後、県の藤沢土木事務所の

青島課長の下でアスファル ト道路の舗装技術 (構造設計、施工、品質管
理など)について、3月 までの予定で技術研修を続けられている。
氏は昨年11月 、県の技術職員を対象としたアスフアル ト舗装の品質管
理試験に関する2つの実習コースにゲス トとして参加されることになっ
た。このコースは日本語のテキストを使用し、日本語で説明が行われた
ため、技術英語の分かる帰国専門家の支援が必要ではないかと言うこと
になり、県の国際課からの依頼で募集があり、専門外の技術分野であっ
たが、小生がお引き受けすることにした。
タウゲさんはオーストラリヤのニューサウスウエールズ大学の修士課
程で道路舗装工学を学ばれた優秀な技術者で、実地研修ではいつも先頭
にたって測定や実験に取り組み、具体的な専門技術上の質問を連発して
いた。
研修終了後も、道路工事に使われる建設機械の英文技術資料の取寄せ

や氏が帰国後、派遣元のブータン政府道路局調査 。設計部で、カウンタ
ーパートとして一緒に仕事をされるシエア海外ボランティア、河野宏氏
との懇談をサポートするなどして喜んで頂いた。
タウゲさんの趣味はトレッキング、河野さんはマウンテンバイクと野

鳥観察、2人は良きパートナーとなって着
実に成果を挙げていかれることであろう。
今回の体験から、このような帰国専門家
による技術サポート活動は地域との連携を
強化して、国際協力事業の質的レベルの向
上をはかって行く上で、大変有効ではない
かと感じた。

神奈川県国際課からの依頼を受け、2月 17日 チュデュップ (ブータン王立
会計ITマネジャー)さ んに同行して、富士通館林システム・センターを見学
した。チュデュップさんは、県の情報システム課で研修を受けていたが、日
本の進んだ実例として、当センターの見学をすることになった。私の役割は

彼のため、通訳とITの技術的アドバイスであった。ここでの主要業務の説明
をうけた後、センター内のコンピュータ室や設備を見学した。チュデュップ

さんはこのような大掛かりなコンピュータセンターを見たのは始めてであっ
た。ガラス越しにみるオペレター、スーバーバイザー、チーフスーバーバイ
ザー毎に色分けした服を着て、それぞれの役害1を こなしている姿は印象的だ
ったようである。特にお互いのオペレーションが見易いように、円形に配置
されたPCと 大型スクリーンのあるオペレーション・ルームを見ていた時、こ
れはNASAの衛星追跡のコントロール・ルームに似ているなど楽しい会話を
しながら見学して回った。ここのシステムは神戸大震災の震度でも、充分堪
えられるような強力な耐震構造になっている。最近の傾向として、自然災害
よりも多発するウイルス災害や、今起きるかも知れない多発デモ災害など人
的災害対策に重点が置かれている。ブータンでは、彼によれば、ここ数年の

間に、」ICAの協力などにより、PCやインターネットが急速に普及している。
これらのlTは GNH(Gross National Happiness:国 民総幸福)の増進のために
活用され、教育、医療などに優先的に計画されている。このGNHの 目指す施
策により、教育、医療は原則的に無料にし、癌などの重病人は医療の先進国

であるインドに送られ、これも無料だそうで

す。この施策は国王のリーダーシップにより

推進され、国王は全国民から敬愛されている

ようです。ITを国民総幸福向上のために活用
するというテーマはすばらしいと思いまし
た。チュデュップさんの日本でのIT研修がブ
ータンのGNHに貢献することを祈りつつ・・

▲中左が菊池会員 ▲左が石井会員


